
曲がる太陽電池
ナゼに大量導入？

関連資料 https://agora-web.jp/archives/250502230513.html



薄くて曲がるペロブスカイト太陽電池

政府資料： 次世代型太陽電池戦略令和6年11月次世代型太陽電池の導入拡大及び産業競争力強化に向けた官民協議会
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/perovskite_solar_cell/pdf/20241128_1.pdf



政府の
大量導入方針
2000万kW@2040



メガソーラー・屋根置きではメリットが活きない

•破損・感電・火災からの安全

⇒ シリコンPV同様、ガラス防護、金
属枠・架台、コンクリート基礎が必要。

•「軽い」「曲がる」のメリットは消滅。

•価格競争でシリコンに勝つのは困難。



セルを安価にしても電力は安くならない

•シリコンPVでは、セルのコストは全体のごく一部。

•大きいのはモジュール以外（バランスオブシステムＢ
ＯＳ）と系統統合コスト。

• 「間欠性」という本質的問題はシリコンと全く同じ。
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①既存の原子力・火力
発電所の利用が断然安い

➁次に安いのが原子力・
火力発電所の新設

③「グリーン」電力は
べらぼうに高い

数値は政府資料による：「基本政策分科会に対する発電コスト検証に関する報告 令和６年12⽉17⽇ 発電コスト検証ワーキンググループ」
「https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2024/067/067_009.pdf



ペロブスカイトPVのメリット

•軽い、曲がる

•雨天・曇天や室内照明(300ルクス）でもあまり効率が落ちない

⇒ ウェアラブル機器、タグ、ビーコンなど。 「充電レス」「乾電池レス」
「ボタン電池レス」に。

•円/kWhは重要指標ではない （cf 乾電池は5万円/kWh)



開発戦略の再考

• 「軽い、曲がる、そして曇天や室内でも発電できる」といった特
徴を活かす。新たな太陽電池のマーケットを開拓する。

•本格的な電力供給を目指して、耐久性・発電効率・コストダウ
ン研究をする意義はある。

•だが「2040年までに2000万キロワット」は拙速 ⇒ 工場の建
設補助金、発電パネルの導入補助金、発電した電力の買い
上げまで、全てが巨額の政策補助漬けに？ 帰結として、国
民負担が年間数兆円規模に？ （かつてシリコンが辿った道）。
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